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子ども・子育て支援事業計画を策定

２
０
１
２
年
８
月
に
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
が

成
立
し
ま
し
た
。全
て
の
子
ど
も
が
良
い
環
境
で
育

っ
て
い
け
る
こ
と
、
子
育
て
家
庭
を
社
会
全
体
で
支

援
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

こ
の
こ
と
を
受
け
、
町
で
は
５
年
を
１
期
と
す
る

「
弟
子
屈
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」を
策
定

し
ま
し
た
。基
本
理
念
は「
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
輝
き
を
育
む
ま
ち
　
て
し
か
が
」。
昨
年
度
で
終

了
し
た
「
弟
子
屈
町
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計

画
」を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
こ
の
基
本
理
念
の
実
現
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

計
画
が
目
指
す
も
の

子
ど
も
と
子
育
て
支
援

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
核
家
族
化
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
意
識
の
希
薄
化
、
保
護
者

の
就
労
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
子
育
て

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
原
因
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
が
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
原
因
と

し
て
出
生
率
の
低
下
が
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
国
で
は「
子
ど
も
を
生
み
、

育
て
や
す
い
社
会
」を
目
指
し
て
２
０
１

２
年
８
月
、子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
を

制
定
。こ
の
法
律
に
よ
る
制
度
は「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
と
呼
ば
れ
、
２
０
１

５
年
の
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
制
度
で
は「
質
の
高
い
幼
児
期
の
学
校
教

育
・
保
育
の
総
合
的
な
提
供
」「
保
育
の
量
の

拡
大
と
保
育
の
確

保
」「
教
育
・
保
育
の

質
の
改
善
」「
地
域
の

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
の
充
実
」に
向
け

た
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、新
制
度

の
方
針
な
ど
に
基
づ
き
、
２
０
１
３
年
度

に
弟
子
屈
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
策
定
に
着
手
。２
０
１
５
年
度
か
ら

２
０
１
９
年
度
ま
で
の
５
年
を
１
期
と

し
た
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。計
画
は
、

町
が
子
ど
も
の
成
長
と
子
育
て
家
庭
へ

の
支
援
を
総
合
的
に
進
め
る
た
め
の
基

本
指
針
と
な
り
ま
す
。ま
た
、
家
庭
で
の

子
育
て
を
中
心
に
、地
域
や
学
校
、団
体
、

企
業
、
行
政
な
ど
、
社
会
全
体
で
子
育
て

支
援
に
取
り
組
む
た
め
の
方
向
性
を
示

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

計
画
を
策
定
す
る
た
め

　

計
画
の

策
定
に
当

た
り
、
子

育
て
支
援

に
関
す
る

需
要
や
、

子
育
て
に

関
す
る
保

護
者
の
皆

さ
ん
の
意

識
な
ど
を

把
握
す
る

た
め「
子
育
て
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調

子どもの保護者

摩周丘幼稚園父母の会
おひさま保育園保護者の会
川湯保育園保護者の会
弟子屈町連合父母と先生の会
公募

関連事業者
摩周丘幼稚園
奥春別森の保育園

学識経験者
弟子屈町民生委員児童委員協議会
弟子屈町社会福祉協議会

商工団体 弟子屈町商工会

関係行政機関
弟子屈町教育委員会
弟子屈町校長会

査
」を
行
い
ま
し
た
。調
査
期
間
は
２
０
１

３
年
12
月
～
２
０
１
４
年
１
月
。対
象
は

町
内
の
就
学
前
児
童
３
７
２
人
と
小
学

生
児
童
３
７
１
人
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

で
、回
収
率
は
59
・
５
％
で
し
た
。ニ
ー
ズ

調
査
の
結
果
は
、
昨
年
の
広
報
て
し
か
が

５
～
７
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
町
の

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
現
在
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。（https://w

w
w
.tow

n.
teshikaga.hokkaido.jp/02sougou/40
kouhou/index.htm

l

）

　

ま
た
、
関
連
団
体
や
住
民
の
代
表
の
皆

さ
ん
か
ら
な
る「
弟
子
屈
町
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
」を
設
置
。２
０
１
３
年
11
月
～
２

０
１
５
年
３
月
に
５
回
の
会
議
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

（
委
員
は
左
の
表
の
と
お
り
）

弟子屈町子ども・子育て会議委員
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問い合わせ先／役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

基本理念

子どもたち一人ひとりの輝きを育むまち　てしかが
　大自然の恵みと厳しさを存分に享受できる本町で、親と子、地域の皆さん、事業者、

行政が一緒になって、子どもの輝きを何物にも代えがたい大切なものとして育んでい

くまちづくりを目指します。

基本目標

子どもがのびのびと育つまちづくり
　子どもの社会性は、家庭、学校、地域社会で育まれます。

　子どもが、ゆとりある教育や遊び、さまざまな体験や交流を通して豊かな人間関係

を築き、社会性を育み、健康でのびのびと成長し自立できるよう、子どもの視点に立っ

て環境の整備などを進めます。

ゆとりをもって楽しく子育てができるまちづくり
　子どもの成長を喜び、子育てが楽しいと感じられ、子育てに取り組みたいと思える

環境づくりを促進する必要があります。また、職場では、働く男性が子育てに取り組め

るような意識改革や、雇用環境の整備といった企業側の支援が必要です。

　そのため、子どもを生み、育てたいと思う人の安全な妊娠・出産、子育ての悩みや不安

の解消、負担感の軽減を目指します。

　仕事と生活の実現に向け、地域の企業や保育関係機関などと相互に連携し、協力し

合いながら、本町の実情に合った取り組みを進めていきます。

子どもと親の笑顔をみんなで支えるまちづくり
　人間関係の希薄化などにより、地域社会の大人が地域の子どもの育ちに関心を払わ

ない、積極的に関わろうとしない、関わりたくても関わり方を知らないという傾向が

見られます。こうしたことから、地域社会で子どもが育っていく環境、家庭での親の子

育て環境が変化しています。特に、子どもたちの精神的な自立の遅れや社会性の不足

が顕著となっています。

　発達段階に応じた体験活動などの機会を豊かにし、次代を担う子どもたちが規範意

識や社会性、他人を思いやる心などを身につけ、豊かな人間性を育んでいけるよう、地

域全体で支援していきます。

施策の体系

基本理念　子どもたち一人ひとりの輝きを育むまち　てしかが

子
ど
も
が
の
び
の
び
と
育
つ

ま
ち
づ
く
り

方向性 主要施策

親や子どもの健康の確保・増進
安全な妊娠・出産への支援

子どもの健やかな成長と発達への支援

基本目標

子どもの健康の確保
「食育」の推進

思春期の心と体の健康づくり

子どもの健やかな成長を育む環境の整備

次代を担う人づくり

生きる力を育む教育環境の整備

家庭や地域の教育力の向上

子育て家庭への支援
保育サービスの充実

子育て支援のネットワークづくり

全ての家庭への子育て支援サービスの充実

経済的負担の軽減

支援を必要とする子どもと家庭への支援

児童虐待防止策の充実

ひとり親家庭などの自立支援の推進

障がい児などへの施策の充実

仕事と子育ての両立支援
多様な働き方の実現、働き方の見直し

仕事と子育ての両立支援の推進

ゆ
と
り
を
も
っ
て
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

子育て地域ネットワークづくり
地域ぐるみの子育て支援の意識醸成

子どもを見守る地域の連携

地域社会における子育て支援体制の整備
地域における子育て支援体制のための拠点の整備

地域資源活用による子育て支援

安全・安心の子育て社会づくりの推進
安心して外出できる環境の整備

子どもを事故や災害から守る活動の推進

子
ど
も
と
親
の
笑
顔
を

み
ん
な
で
支
え
る

ま
ち
づ
く
り

施策の具体的な内容については、町公式ウェブサイトをご参照ください。
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